
今
治
市
労
連
（
市
職
･
水

道
労
組
･
今
治
一
般
）
は
６

月

18日
「
夏
季
要
求
団
体
交

渉
」
を
実
施
し
、
次
の
「
回

答
・
理
事
者
認
識
」
を
確
認

し
ま
し
た
。
（
抜
粋
要
約
･

文
責
市
労
連
）

《
現
業
採
用
》
学
校
給
食
調

理
員
の
正
規
募
集
を
７
月
広

報
に
掲
載
、
９
月
試
験
実
施
。

《
労
働
時
間
管
理
》
①
全
職

員
の
始
業
・
終
業
時
刻
の
把

握
管
理
が
必
要
と
認
識
。
客

観
的
な
記
録
媒
体
の
導
入
・

活
用
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

②
平
日
時
間
外
と
休
日
勤
務

の
開
始
・
終
了
時
刻
の
把
握

管
理
も
必
要
と
認
識
。
③
超

過
勤
務
は
振
替
等
の
場
合
以

外
は
必
ず
手
当
支
給
。
④
労

基
法

33条
・

36条
に
基
づ
き

現
業
職
場
・
保
育
所
な
ど
で

『

36協
定
』
締
結
が
必
要
と

認
識
。
《
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
》
現
在
の
勤
務
条
件

を
下
回
ら
な
い
よ
う
、
可
能

な
処
遇
改
善
を
は
か
る
よ
う

に
し
た
い
。
制
度
具
体
化
で

は
組
合
と
協
議
し
た
い
。

伊
予
市
職
労
は
６
月

20日

『
夏
季
要
求
書
』
に
基
づ
く

団
体
交
渉
を
実
施
し
、
組
合

役
員
９
人
が
参
加
。
新
採
職

員
３
人
の
傍
聴
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。
（
以
下
「
回
答
」

抜
粋
『
組
合
情
報
』
よ
り
）

《
人
員
確
保
》
引
き
続
き
職

員
の
補
充
に
努
め
る
。
残
業

時
間
は
削
減
さ
れ
て
い
る
。

《
労
働
時
間
・
超
勤
縮
減
》

要
求
に
あ
る
前
年
比

30％
増

の
休
暇
取
得
は
呼
び
か
け
る
。

組
合
と
し
て
も
職
員
が
休
暇

を
取
れ
る
よ
う
、
お
互
い
に

帰
ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
づ
く

り
を
お
願
い
す
る
。
ノ
ー
残

業
デ
ー
も
徹
底
し
た
い
。
タ

イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
超
過
勤

務
状
況
の
聞
き
取
り
は
徐
々

に
始
め
た
い
。
《
非
正
規
処

遇
》
非
正
規
職
員
の
方
々
に

は
行
政
運
営
に
関
し
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
。
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
は
国
の
基
準

で
つ
く
る
。
今
年
条
例
案
を

出
す
予
定
だ
が
、
原
案
が
で

き
た
時
点
で
組
合
に
も
提
示

し
、
協
議
を
行
い
た
い
。

６
月
２
～
３
日
、
全
労
連

四
国
「
働
く
も
の
の
学
習
交

流
集
会

inう
ど
ん
県
」
に
四

国
４
県
か
ら
１
０
６
人
が
参

加
。
１
日
目
は
、
四
国
ろ
う

き
ん
の
岡
絋
平
を
講
師
に

『
自
立
し
た
消
費
者
を
め
ざ

そ
う
』
の
学
習
。
レ
ク
で
は

「
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
」
を
実
施
。

夕
方
か
ら
は
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

「
２
次
会
」
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
２
日
目
は
、
社
労

士
の
鶴
見
伸
之
さ
ん
を
講
師

に
『
将
来
の
希
望
を
持
っ
て

働
く
た
め
に
』
と
「
給
料
明

細
の
見
方
」
や
「
働
き
方
改

革
の
ま
や
か
し
」
な
ど
を
学

習
し
、
人
間
ら
し
い
生
活
、

希
望
を
も
っ
て
働
く
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
声
を
あ
げ
る

大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
論
。
参
加
者
か
ら
「
こ

う
い
う
場
に
来
て
情
報
を
得

て
、
職
場
や
組
合
で
情
報
を

伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。
閉
会
集
会
で

は
来
年
開
催
の
愛
媛
を
代
表

し
山
内
愛
媛
労
連
青
年
部
長

が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
６
月

23

～

24日
「
定
期
大
会
」
「
青

年
交
流
ド
キ
ジ
ャ
ム

in大
洲
」

を
開
催
。
の
べ
４
県

53人
、

愛
媛
は
８
単
組

36人
が
参
加
。

23日
午
前
中
「
大
会
」
で
は

運
動
方
針
で
「
よ
さ
こ
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「
全
国
自
治

研
・
県
自
治
研
青
年
講
座
」

「
反
核
へ
ん
ろ
」
な
ど
を
提

案
し
、
新
役
員
選
出
と
す
べ

て
の
議
案
を
承
認
。
午
後
か

ら
の
「
青
年
交
流
ド
キ
ジ
ャ

ム
」
で
は
、
は
じ
め
に
自
治

労
連
青
年
部
・
大
下
真
一
部

長
を
講
師
に
学
習
。
続
い
て
、

高
知
自
治
労
連
青
年
部
を
講

師
に
「
よ
さ
こ
い
祭
り
」
の

学
習
と
踊
り
の
練
習
。
み
ん

な
で
よ
さ
こ
い
祭
り
の
雰
囲

気
を
感
じ
ま
し
た
。
夕
食
は

野
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
２
日

目
は
雨
の
た
め
全
員
で
「
ユ

ニ
カ
ー
ル
」
（
カ
ー
リ
ン
グ

の
陸
上
版
）
を
実
施
し
、
２

日
間
を
終
え
ま
し
た
。

（１） 第４９８号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１８年 ７月１５日

第 ４９８ 号

日 程

【７月】

21 県本部定期大会

10:00～16:00 伊予市

25 周桑病院労組定期大会

人勧直前中央行動（東京）

26 西条市職労定期大会

27 大洲市職・一般大洲大会

南予総支部代表者会議

31 市町保育担当課要請懇談

（全県～8/2）

【８月】

４ 医療介護評幹事会（内子）

５ 青年部幹事会

上旬2018人事院勧告

10 よさこいプロジェクト

（高知～11）

18 県本部拡大執行委員会

「人勧の内容特徴学習」

県自治体一般定期大会

「会計年度職員制度学習」

22 保育部会幹事会

県子育て支援課要請懇談

25 日本母親大会

（高知～26）

自治労連全国大会

（大阪～28）



西
予
市
職
労
は
６
月
８
日

「
定
期
大
会
」
を
開
催
し
、

新
採
組
合
員
５
人
を
含
む

68

人
が
参
加
。
『
仲
間
づ
く
り
』

で
は
「
組
合
新
規
加
入
は
今

年
も

16人
が
加
入
。
職
員
数

減
少
の
な
か
で
、
合
併
後

15

年
目
の
今
回
定
期
大
会
も
４

０
０
人
超
の
仲
間
に
支
え
ら

れ
て
い
る
」
「
自
治
労
連
共

済
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
か
ら
加
入
者
が
５
倍
に
急

増
」
と
報
告
。
そ
の
後
、
活

動
方
針
と
新
役
員
を
満
場
一

致
で
承
認
。
和
氣
委
員
長
は

「
自
分
が
組
合
活
動
を
す
る

ま
で
は
組
合
に
は
関
心
が
な

か
っ
た
。
『
仲
間
の
声
』
を

聞
く
た
び
『
職
場
を
変
え
た

い
』
と
の
思
い
が
強
く
な
っ

た
。
み
な
さ
ん
も
組
合
活
動

に
参
加
し
視
野
を
広
げ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
、
最
後
に
全

員
で
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
読

み
上
げ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

６
月

15日
「
定
期
大
会
」
を

開
催
し

32人
が
参
加
。
は
じ

め
に
川
口
委
員
長
が
「
組
合

活
動

40年
間
の
な
か
で
『
看

護
師
不
足
の
改
善
な
ど
課
題

は
多
い
が
『
労
働
組
合
は
数

が
チ
カ
ラ
』
、
先
輩
た
ち
が

勝
ち
取
っ
た
制
度
な
ど
運
動

を
継
承
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
活
動
経
過
で
は
毎

月
「
残
業
実
態
調
査
」
で
病

棟
訪
問
・
対
話
を
実
施
な
ど

報
告
。
活
動
方
針
で
は
①
労

働
時
間
削
減
へ
『

36協
定
』

の
上
限
見
直
し
、
②
会
計
年

度
職
員
制
度
に
向
け
非
正
規

職
員
の
待
遇
改
善
、
③
地
域

住
民
や
市
民
の
会
と
共
同
し

地
域
医
療
を
守
る
活
動
な
ど

が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で

承
認
。
新
委
員
長
に
大
下
さ

ん
（
検
査
技
師
）
が
承
認
さ

れ
、
副
執
行
委
員
長
２
人
体

制
で
の
新
た
な
活
動
を
確
認

し
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
で
、
毎
年

恒
例
の
「
婦
人
部
年
代
別
懇

談
会
」
を
６
月

12日
～
７
月

24日
の
間

16回
実
施
中
で
、

６
月

20日
ま
で
に

57人
が
参

加
。
本
庁
で
働
く
女
性
を
採

用
年
度
ご
と
５
人
ず
つ
ぐ
ら

い
に
区
切
り
、
昼
休
み
の
短

い
時
間
、
久
し
ぶ
り
に
会
う

同
期
・
同
年
代
の
女
性
職
員

同
士
が
お
互
い
を
気
遣
い
な

が
ら
話
が
弾
み
ま
し
た
。
こ

の
地
道
な
懇
談
会
が
職
場
を

動
か
し
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
と

自
信
を
も
っ
て
臨
み
、
懇
談

会
で
出
さ
れ
た
声
を
『
婦
人

部
要
求
書
』
に
ま
と
め
ま
す
。

「
育
休
代
替
の
正
規
配
置
」

が
今
年

11人
に
前
進
。
さ
ら

に
「
子
の
看
護
休
暇
」
を
改

善
（
人
数
制
限
を
撤
廃
）
な

ど
要
求
前
進
が
『
婦
人
部
活

動
の
自
信
』
に
な
り
、
言
い

続
け
る
こ
と
が
大
切
と
確
認

し
あ
っ
て
い
ま
す
。

西
条
市
職
労
は
６
月

19・

20日
「
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
学
習
会
」
を
開
催
し
、

両
日
と
も
会
場
い
っ
ぱ
い
の

合
計
１
４
０
人
が
参
加
。
西

条
市
で
働
く
約
１
千
人
の
非

正
規
職
員
全
員
を
対
象
に
案

内
チ
ラ
シ
１
千
枚
を
配
布
、

職
場
の
正
規
組
合
員
が
非
正

規
の
仲
間
に
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
幅
広
い
職
種
か
ら
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
西
条
市

職
労
の
説
明
に
続
き
、
高
尾

県
本
部
委
員
長
が
『
パ
ワ
ポ
』

『
自
治
労
連
リ
ー
フ
』
を
使
っ

て
約

45分
「
新
制
度
の
内
容

と
課
題
」
を
説
明
。
最
後
に

「
当
事
者
の
組
合
加
入
で
声

を
あ
げ
改
善
要
求
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
、
「
１
人
か
ら

で
も
加
入
で
き
る
自
治
体
一

般
労
働
組
合
」
に
つ
い
て
も

説
明
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
雇
用
不
安
と
仕
事
経
験

を
考
慮
し
た
雇
用
継
続
を
望

む
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

久
万
高
原
町
職
は
６
月

27

日
「
定
期
大
会
」
を
開
催
し

に

64人
（
委
任
状
含
む
）
が

参
加
。
和
田
委
員
長
が
「
昨

年
の
大
会
以
降
、
執
行
委
員

会
を
毎
月
１
回
定
例
化
し
、

『
職
場
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
』

で
職
員
確
保
や
未
払
残
業
な

ど
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
。

『
自
治
労
連
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
は
組
合
員
の

86％
の
協

力
で
《
組
合
の
存
在
と
役
割
》

を
理
解
し
て
も
ら
う
機
会
と

な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
」
と

報
告
。
方
針
・
予
算
で
は
、

積
極
的
な
活
動
を
推
進
す
る

た
め
活
動
費
の
３
倍
化
や
組

織
共
済
の
変
更
な
ど
の
提
案

が
あ
り
、
全
員
の
拍
手
で
承

認
。
役
員
あ
い
さ
つ
で
は

「
組
合
要
求
は
職
場
の
現
実

と
要
求
水
準
の
バ
ラ
ン
ス
が

大
事
だ
と
思
う
の
で
、
組
合

員
に
納
得
と
理
解
が
得
ら
れ

る
活
動
を
め
ざ
し
た
い
」
と

抱
負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

６
月

24日
、
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
・
四
国
コ
ー

ス
が
香
川
県
か
ら
四
国
中
央

市
に
入
り
、
約
１
０
０
人
が

県
境
で
「
引
き
継
ぎ
式
」
を

実
施
し
、
７
月
８
日
ま
で
の

「
愛
媛
行
進
」
が
ス
タ
ー
ト
。

四
国
コ
ー
ス
「
通
し
行
進
者
」

の
五
十
嵐
成
臣
さ
ん
（

74歳
・

東
京
在
住
）
が
決
意
表
明
し
、

香
川
県
・
愛
媛
県
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
が
あ
い
さ
つ
。
県
境

か
ら
四
国
中
央
市
・
浜
公
園

グ
ラ
ン
ド
ま
で
約
１
時
間
半
、

国
道

11号
線
沿
い
を
行
進
し
、

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
平
和

行
進
愛
媛
コ
ー
ス
の
終
盤
、

豪
雨
災
害
の
発
生
に
よ
り
、

自
治
体
要
請
な
ど
が
一
部
で

取
り
止
め
に
な
り
ま
し
た
が
、

平
和
の
タ
ス
キ
を
広
島
へ
と

つ
な
ぎ
ま
し
た
。

■
Ｗ
杯
開
幕
。
時
差
は
日
本

が
４
～
７
時
間
早
い
の
で
主

に
夜
中
の
観
戦
…
せ
ず
体
調

第
一
で
安
眠
を
心
掛
け
ま
す
。

（
今
治
・
白
石
）

■
と
う
と
う
退
職
の
年
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
健
康
に
気
を

付
け
て
、
大
過
な
く
そ
の
日

を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
西
条
・
宮
城
）

■
公
民
館
勤
務
で
子
ど
も
た

ち
が
放
課
後
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

な
ど
遊
び
に
き
ま
す
が
、
昔

の
よ
う
に
ほ
っ
と
い
て
い
い

時
代
と
は
い
か
な
く
な
り
ま

し
た
。
気
を
付
け
て
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
宇
和
島
・
清
水
）

■
親
戚
が
猫
を
飼
い
始
め
ま

し
た
。
責
任
を
持
っ
て
最
後

ま
で
飼
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
西
予
・
山
西
）

■
４
月
か
ら
娘
が
県
外
で
ひ

と
り
立
ち
し
ま
し
た
。
息
子

も
市
外
の
学
校
で
寮
生
活
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
世
話
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
そ
れ
で

も
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
毎
日
く
た
く
た
で
す
。
で

も
子
ど
も
の
た
め
に
自
分
の

た
め
に
も
頑
張
り
ま
す
！

（
松
山
・
窪
田
）

■
昨
年
よ
り
宝
く
じ
が
発
売

さ
れ
る
た
び
に

10枚
ず
つ
購

入
し
て
い
ま
す
が
全
く
当
選

し
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
が
ん

ば
り
ま
す
！

（
大
洲
・
濱
田
）

■
今
年
も
７
月

22～

24日
と

宇
和
島
で
和
霊
大
祭
が
あ
り

ま
す
。
和
霊
神
社
の
大
鳥
居

は
日
本
一
と
言
わ
れ
て
お
り
、

一
見
の
価
値
あ
り
。
ぜ
ひ
宇

和
島
へ
い
っ
ぺ
ん
き
さ
い
や
、

お
い
で
な
せ
。

（
宇
和
島
・
増
田
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第４９８号

２０１８年 ７月１５日

■
４
９
６
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」

で
し
た
。
正
解
は

10通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

新
家
養
剛
（
新
居
浜
）

清
水
辰
洋
（
宇
和
島
）

山
西
歩
梨
（
西
予
）

白
石

聡
（
今
治
）

濱
田
洋
子
（
大
洲
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
８
月

27日
【
発

表
】
５
０
０
号
（
９
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①三島由紀夫の小説名。日本で初めて

プライバシー権が争われた裁判・事件名

④インドネシア南部の島。日本でも人気

⑦ぬばたまの／月に向かひて／ほととぎす／

鳴く音○○○○／里遠みかも〔大伴家持〕

⑧一秒、またそれ以下の差。わずかの差

⑨タバコの吸ったあとの燃えさし

【タテのカギ】

①すぐその反応・効果が現れること

②大学などで、来客が宿泊するための建物

③香魚。漁法は友釣りや鵜飼いなどが特徴的

⑤音が大きく邪魔。やかましい。小言が多い

⑥東京の地名の一、江戸時代の遊郭地

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の

11

文
字
で
、

小
説
家
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


